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日
本
公
庫
へ
の
統
合
は 

22
年
度
以
降
に
先
送
り

　

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
（
沖
縄

公
庫
）
は
内
閣
府
・
財
務
省
所
管
の

特
殊
法
人
・
政
策
金
融
機
関
で
あ

る
。
前
身
は
、
本
土
復
帰
前
の
琉
球

開
発
金
融
公
社
（
米
国
民
政
府
）

と
、
大
衆
金
融
公
庫
（
琉
球
政
府
）

お
よ
び
琉
球
政
府
の
５
特
別
会
計
の

業
務
、
資
産
、
職
員
等
を
承
継
し
て

本
土
復
帰
と
同
日
の
１
９
７
２
年
５

月
15
日
に
設
立
さ
れ
た
。

　

06
年
に
進
め
ら
れ
た
政
策
金
融
改

革
に
よ
り
、12
年
４
月
以
降
、沖
縄
公

庫
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
統
合
さ

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
12
年
３
月

に
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改

正
法
に
よ
り
、
簡
素
で
効
率
的
な
政

府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

22
年
度
以
降
に
統
合
が
先
送
り
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
た
な
振
興
計

画
で
あ
る
「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
（
12
〜
21
年
度
）」
に
お

い
て
も
、
沖
縄
県
の
地
域
特
性
に
精

通
し
、
き
め
細
か
く
機
動
的
に
対
応

し
う
る
沖
縄
公
庫
の
必
要
性
が
あ
ら

た
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
公
庫
設
立
の
理
念
と
し
て

は
、
沖
縄
に
お
け
る
経
済
の
振
興
お

よ
び
社
会
の
開
発
を
目
的
に
、
地
域

限
定
の
総
合
政
策
金
融
機
関
と
し
て

長
期
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
等
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
日
本
政
策
金
融
公

庫
や
住
宅
金
融
支
援
機
構
、
福
祉
医

療
機
構
の
機
能
・
役
割
に
加
え
、
沖

縄
の
特
殊
事
情
に
即
し
た
資
金
ニ
ー

ズ
を
一
手
に
担
っ
て
お
り
、
政
策
金

融
と
し
て
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
（
図
表
）。

沖
縄
特
有
の
金
融
構
造
を 

政
策
金
融
で
補
完

　

沖
縄
公
庫
の
役
割
を
語
る
う
え
で

必
ず
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
沖
縄
県
の
歴
史
・
地
理
的
要
因

に
よ
る
地
域
的
な
特
性
と
金
融
構
造

だ
。
た
と
え
ば
沖
縄
県
「
労
働
力
調

査
」
に
よ
る
と
、
完
全
失
業
率
は
11

年
度
で
は
全
国
平
均
の
４
・
５
％
を

大
き
く
上
回
る
７
・
１
％
に
高
止
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
環
境
も

「
公
共
投
資
、
観
光
、
基
地
収
入
」

（
い
わ
ゆ
る
沖
縄
の
３
Ｋ
経
済
）
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
や
金
融
危
機
等
に
よ
っ
て
景

気
が
減
速
し
観
光
が
低
迷
す
る
と
、

た
ち
ま
ち
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
県
民
所

得
や
貯
蓄
率
も
低
く
、
沖
縄
県
「
県

民
所
得
統
計
」
に
よ
る
と
、
09
年
度

（
12
年
２
月
発
表
）
で
の
１
人
当
り

の
県
民
所
得
は
全
国
比
77
％
に
と
ど

ま
り
、
世
帯
当
り
の
貯
蓄
残
高
は
全

国
比
の
３
割
に
満
た
な
い
。

　

た
だ
し
、
貯
蓄
率
が
低
い
反
面
、

沖
縄
は
全
国
で
も
有
数
の
預
金
金
利

の
高
い
地
域
で
あ
り
、
預
金
者
は
昨

今
の
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
以
上
に
高
い
金

利
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
裏

を
返
せ
ば
普
通
預
金
が
潤
沢
に
集
ま

ら
な
い
地
域
の
た
め
、
金
利
を
高
く

し
て
調
達
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
も
い

え
よ
う
。
ま
た
沖
縄
県
は
、
県
内
に

店
舗
を
お
く
金
融
機
関
の
数
が
全
国

的
に
み
て
圧
倒
的
に
少
な
い
。
地
銀

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
特
有
の
経
済
・
金
融
環
境
に
即
し
た
機
能

第
３
回

52金融財政事情2012．10．15



セミナー

大
和
総
研
金
融
調
査
部

主
任
研
究
員　

菅
野　
泰
夫

（
琉
球
、
沖
縄
）、
第
二
地
銀
（
沖
縄

海
邦
）
が
県
内
の
金
融
を
牽
引
し
て

お
り
、
大
手
銀
（
メ
ガ
バ
ン
ク
）
は

み
ず
ほ
銀
行
の
1
店
舗
の
み
で
、
信

用
組
合
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
も
全

国
で
は
め
ず
ら
し
い
、〝
逆
オ
ー
バ

ー
バ
ン
キ
ン
グ
〞
状
態
の
地
域
で
あ

る
。
貸
出
金
利
競
争
が
緩
や
か
な
た

め
、
貸
出
金
利
は
全
国
で
最
も
高
い

地
域
と
い
え
る
。

　

民
間
金
融
機
関
の
貸
出
金
利
の
高

止
ま
り
に
対
し
て
、
と
く
に
沖
縄
公

庫
は
「
沖
縄
特
利
」
と
呼
ば
れ
る
低

利
の
金
利
水
準
を
設
定
し
、
中
小
・

零
細
企
業
に
対
し
、
良
質
か
つ
安
定

的
な
資
金
供
給
を
行
っ
て
い
る
。
民

間
資
金
だ
け
で
は
資
金
需
要
に
必
ず

し
も
十
分
に
対
応
で
き
な
い
沖
縄
県

の
金
融
構
造
に
お
い
て
、
沖
縄
振
興

策
に
沿
っ
た
資
金
を
供
給
す
る
政
策

金
融
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

那
覇
空
港
の
強
化
に 

イ
ン
フ
ラ
資
金
提
供

　

沖
縄
公
庫
は
、
陸
上
交
通
、
海

運
、
航
空
な
ど
の
交
通
・
運
輸
関
連

お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
産
業
基

盤
整
備
に
つ
い
て
、
独
自
の
出
資
・

融
資
機
能
を
活
用
し
沖
縄
地
域
特
有

の
課
題
に
対
応
す
る
。
な
か
で
も
、

日
本
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
成
長
の

可
能
性
を
秘
め
る
那
覇
空
港
の
国
際

物
流
拠
点
の
形
成
に
向
け
た
金
融
支

援
は
、
21
世
紀
の「
万
国
津
梁
」（
万

国
の
懸
け
橋
の
意
味
）
と
も
い
え
る

大
き
な
取
組
み
で
あ
ろ
う
。
具
体
的

に
は
、
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と

国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
設

や
、
国
内
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
増

床
な
ど
が
あ
る
。
那
覇
空
港
は
沖
縄

本
島
と
離
島
、
本
土
を
結
ぶ
空
の
玄

関
口
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
東
ア

ジ
ア
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

た
め
ア
ジ
ア
近
隣
へ
の
渡
航
時
間
が

東
京
・
羽
田
空
港
よ
り
も
は
る
か
に

短
い
。
那
覇
か
ら
羽
田
ま
で
の
飛
行

時
間
は
お
よ
そ
２
時
間
40
分
だ
が
、

香
港
へ
は
２
時
間
20
分
、
台
湾
に
至

っ
て
は
約
１
時
間
25
分
の
近
さ
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
自
衛
隊
、

貨
物
、
国
際
、
国
内
便
で
１
本
の
滑

走
路
を
共
同
で
使
用
し
て
い
る
た
め

発
着
枠
が
限
ら
れ
て
お
り
、
近
隣
か

ら
の
フ
ラ
イ
ト
が
優
先
さ
れ
て
い
る

が
、２
本
目
の
新
滑
走
路（
２
７
０
０

㍍
）
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
公
庫
は
先
述
の
と
お
り
、
22

年
度
以
降
の
統
合
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
沖
縄
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
環

境
や
台
風
災
害
等
の
自
然
環
境
、
金

融
環
境
に
合
っ
た
独
自
の
融
資
制

度
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
長
期
資
金
ニ
ー

ズ
な
ど
、
他
の
政
府
系
金
融
機
関
に

は
な
い
地
域
特
性
に
即
し
た
政
策
金

融
機
能
は
当
面
維
持
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。 
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沖縄振興開発金融公庫

沖
縄
県

産
業
開
発
資
金

中
小
企
業
資
金

生
業
資
金

生
活
衛
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資
金

農
林
漁
業
資
金

住
宅
資
金

医
療
資
金

独
立
行
政
法
人

　

福
祉
医
療
機
構

独
立
行
政
法
人

　

住
宅
金
融
支
援
機
構

農
林
水
産
事
業

国
民
生
活
事
業

中
小
企
業
事
業

日本政策金融公庫

本
土

沖縄振興開発金融公庫の業務内容〔図表〕

（出所）　沖縄振興開発金融公庫の公表資料から大和総研作成。


